
老神神社（人吉市）

　　　　ここが老神神社/鳥居に「老神社」と記された神額が掛かる



　　　前方は拝殿で、その奥が本殿/その前面右手に神供所が接続する/本殿と拝殿・神供所が鍵の手に並ぶ、この地方独特の形式/共に重要文化財



　　　　説明板/寛永5年（1628年）、相良藩主・相良長毎（ながつね）によって建てられた



建築様式や壁の装飾などに桃山風の手法が用いられ、特に本殿は柱頭に禅宗様式の組み物、壁には花鳥の彫刻が入れられ、弓なりの形状を見せる梁の上には屋根を支える
ように木彫りの鬼が座っている/錺金具は左右非対称で、嵌め板などに工夫された丁寧で細やかな装飾は、人吉球磨の独特の手法と言われている



　　　　別の説明板



　正面が拝殿/右手は神供所 📹 video

https://youtu.be/p0ImEEuOZ7M


　　「老神社」と記された神額



　　　　　拝殿から本殿方向を見たところ/拝殿は奥行が長い 　　本殿の覆屋/立派な茅葺き屋根 📹 video

https://youtu.be/CKjUk04GQps


覆屋の中の本殿妻側を見たところ/正面3間、側面3間/柿葺/入母屋造/小壁の浮彫付きの嵌め板や、透かし彫の蟇股・格狭間などに極彩色が施されている



　　　　　反対側に回って、正面の平側を横から見たところ



　　　　その上部を見上げたところ/海老虹梁も見える/その左手の木鼻は禅宗様の繰形



　　　　　その右手を見たところ/台輪の上に大斗がのる/組物は出組/木鼻は禅宗様の繰形/軒支輪が付く



さて、この参道の真ん中に立つのは基礎から笠まで全てが八角形の石籠/左手に説明板がある






